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高柳板金(株)

三脚支柱本体の変形について（欠品対象）
三脚支柱は画像①のように底面の１辺が１ｍの正三角形となるように設計されております。

よって、底面が正三角形以外の形状で設置した場合、三脚支柱本体の端部の角度が変形する場
合があります。

万が一、変形した場合、欠品の対象として、画像②のように三脚支柱の両端部の曲げ角度が
１１８度から１２６度の範囲外の変形とします。（118度から126度の範囲でご使用下さい。）

126度

三脚支柱の端部の角度測定状況1ｍ

1辺が１ｍの正三角形
となるように設置

画像① 画像②



kou
吹き出し
同じ折板の山に掴み金物を２つ取付けはNG

kou
楕円

kou
テキスト ボックス
正しい掴み金物取付位置は、１辺が１ｍの正三角形となります。同じ折板の山に２つの掴み金物を取付けした場合、正三角形が作れません。



kou
吹き出し
同じ折板の山に掴み金物を２つ取付けはNG

kou
雲形

kou
テキスト ボックス
正しい掴み金物取付位置は、１辺が１ｍの正三角形となります。同じ折板の山に２つの掴み金物を取付けした場合、正三角形が作れません。



kou
テキスト ボックス
正しい掴み金物取付位置は、１辺が１ｍの正三角形となります。同じ折板の山に２つの掴み金物を取付けした場合、正三角形が作れません。

kou
吹き出し
同じ折板の山に掴み金物を２つ取付けはNG

kou
楕円


